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主な項目

長野県木曽郡上松町　国有林内　温帯性針葉樹林

（Ｐ２に関連記事）

3百年先の未来の森林を目指して！3百年先の未来の森林を目指して！
木曽地方の温帯性針葉樹林の

保存・復元に向けた取組検討報告書が提出される
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［
計
画
課
］
中
部
局
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度

重
点
取
組
の
一
つ
と
し
て
木
曽
地
方
（
今
回
の

取
組
で
は
、
長
野
県
内
の
木
曽
谷
及
び
岐
阜
県

内
の
裏
木
曽
を
指
し
ま
す
）
の
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
保
存
・
復
元
に
向
け
た
取
組
の
検
討
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

温
帯
性
針
葉
樹
と
は
、
木
曽
五
木
（
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ヒ
バ
、
ネ
ズ

コ
）
に
ス
ギ
、
ツ
ガ
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
陸
乾

燥
地
の
拡
大
や
氷
河
期
の
顕
在
化
な
ど
地
球
環

境
の
変
化
に
よ
る
衰
退
と
そ
の
後
の
文
明
の
発

達
に
伴
う
造
船
材
や
建
築
材
等
と
し
て
の
利
用

に
よ
り
、
世
界
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
は
次
第
に

姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
現
在
も
温
帯
性
針

葉
樹
が
ま
と
ま
っ
て
自
然
度
の
高
い
状
態
を
構

成
し
て
い
る
木
曽
地
方
の
針
葉
樹
林
は
非
常
に

貴
重
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
度
か
ら
こ
れ
を
保
存
し
て

い
く
た
め
の
取
組
を
始
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
本
年
度
は
有
識
者
や
地
元
関
係
者
等
に
検

討
委
員
を
お
願
い
し
、
取
り
組
む
方
向
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
三
回
目
と
な
る

三
月
四
日
の
検
討
委
員
会
で
報
告
書
（
案
）
が

了
承
さ
れ
、
山
本
進
一
座
長
（
名
古
屋
大
学

名
誉
教
授
）
か
ら

木
局
長
に
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

報
告
書
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
は
、
長
野
県
の
上
松
町
、
大
桑
村
、
王

滝
村
と
岐
阜
県
の
中
津
川
市
に
所
在
す
る
国

有
林
で
、
面
積
は
木
曽
地
方
の
国
有
林
野
約

九
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に

当
た
る
一
万
六
千
五
百
七
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
。

　

大
き
な
特
徴
は
、
木
曽
地
方
の
森
林
は
既
に

多
く
が
人
工
林
に
転
換
さ
れ
、
人
工
林
と
天
然

林
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
長
期
に
わ
た
っ
て
温
帯
性
針
葉
樹
林
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
天
然
林
の
間
に
存
在
す
る

人
工
林
を
天
然
林
へ
誘
導
す
る
温
帯
性
針
葉
樹

林
の
復
元
に
合
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
従
前
の
保
護
林
に
あ
た
る
「
温

帯
性
針
葉
樹
林
を
厳
格
に
保
存
」
す
る
区
域

に
、
将
来
は
こ
れ
と
同
様
の
森
林
に
な
り
得
る

区
域
、
さ
ら
に
は
、
外
部
か
ら
の
影
響
の
緩
和

と
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
を
行
う
区
域
を

加
え
、
三
層
構
造
の
区
域
を
設
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
に
は
、
温
帯
性
針
葉
樹
を
厳
正
に
保
存

す
る
区
域
（
核
心
地
域
（
コ
ア
ａ
）
）、
人
工

林
の
天
然
林
へ
の
誘
導
を
通
じ
て
温
帯
性
針
葉

樹
林
の
復
元
を
図
る
区
域
（
核
心
地
域
（
コ
ア

ｂ
）
）、
保
存
・
復
元
に
取
り
組
む
区
域
に
対

す
る
区
域
外
か
ら
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
森
林
資
源
を
利
用
す
る
区
域
へ
の
移
行
地
域

と
な
る
区
域
（
緩
衝
地
域
）
の
三
つ
の
区
域
に

区
分
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
毎
の
森
林

の
取
扱
い
方
針
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
の
審
議
の
結
果
、
方
針
、
方

向
性
に
つ
い
て
、
関
係
者
間
で
合
意
形
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
取
組
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
地
域
が
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
中
心
的
産
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
民
的
な
伝
統
行
事
や
国
宝
・
重

要
文
化
財
等
歴
史
的
建
造
物
の
修
復
等
へ
の
対

応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
立
木
地
の

取
扱
い
や
、
確
度
の
高
い
天
然
更
新
技
術
等
の

課
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
、
管
理
委

員
会
を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

課
題
も
多
い
中
で
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

三
百
年
以
上
先
の
未
来
の
森
林
を
目
指
す
、
夢

の
あ
る
取
組
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に

長
い
期
間
を
か
け
て
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
国
有
林
職
員
の
み
な
ら
ず

大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
等
多
く
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
取
組
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

山本座長から 木局長へ報告書の提出をいただく

取組区域の森林

第三回検討会の様子

木
曽
地
方
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
の

　
　保
存
・
復
元
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　   

取
組
検
討
報
告
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［
治
山
課
・
森
林
整
備
課
］
平
成
二
十
五
年
度

治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
、
三

月
六
日
に
中
部
森
林
管
理
局
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
の
公
益
的

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
、
森
林
林
業
の
再
生

の
推
進
そ
の
他
の
事
業
実
施
に
お
け
る
施
策

効
果
を
一
層
発
現
さ
せ
る
こ
と
に
貢
献
し
た
治

山
・
林
道
工
事
で
あ
っ
て
、
民
有
林
の
模
範
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ

り
、
治
山
・
林
道
工
事
に
お
け
る
計
画
、
設

計
・
施
工
の
適
正
化
及
び
設
計
・
施
工
技
術
の

向
上
、
並
び
に
関
係
者
の
意
欲
高
揚
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
治
山
部
門
は
昭
和
四
十
二
年

度
、
林
道
部
門
は
昭
和
四
十
四
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
中
部
森
林
管
理
局
管
内
で
施
工
し

た
、
治
山
工
事
百
四
十
八
件
、
林
道
等
工
事

十
五
件
を
対
象
に
施
工
管
理
全
般
及
び
安
全
管

理
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
治
山
部
門
で
十
四

件
、
林
道
部
門
で
六
件
を
優
良
工
事
と
し
て
選

出
し
、
こ
の
中
か
ら
、
優
秀
工
事
と
し
て
治
山

部
門
三
件
・
林
道
部
門
二
件
を
林
野
庁
表
彰
に

推
薦
し
、
林
道
部
門
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
、
ほ
か
四
件
が
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
優
良
工
事
と
し
て
選
出
し
た
、
治
山

部
門
の
十
一
件
、
林
道
部
門
の
四
件
と
、
農
林

水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
た

工
事
の
現
場
代
理
人
、
主
任
技
術
者
並
び
に
監

督
職
員
が
中
部
森
林
管
理
局
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

表
彰
式
は
、
角
計
画
保
全
部
長
が
審
査
結
果

の
報
告
を
行
っ
た
後
、

木
局
長
か
ら
受
賞
者

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
農
林
水
産
大
臣
賞
及
び
林
野
庁
長
官

賞
の
授
与
式
は
局
長
表
彰
に
先
立
ち
、
二
月

二
十
四
日
林
野
庁
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
農
林
水
産
大
臣
賞

 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
大
山
土
木
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

東
俣
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
飛
騨
署
〉

◎
林
野
庁
長
官
賞

 〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
高
宮
組�

（
松
本
市
）

　

ワ
ラ
ビ
沢
（
２
）
災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事

�

〈
中
信
署
〉

◇
大
協
建
設
株
式
会
社�

（
大
鹿
村
）

　

鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
今
泉
建
設
株
式
会
社�

（
岡
崎
市
）

　

闇
苅
（
男
川
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
愛
知
所
〉

計画保全部長講評

受賞者を代表してのご挨拶「富貴屋建設㈱」

東俣谷林業専用道新設工事　完成状況

鳶ヶ巣復旧治山工事　完成状況闇苅（男川支渓）復旧治山工事　完成状況

平
成
二
十
五
年
度
治
山･

林
道
工
事

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
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 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
奥
田
工
業
株
式
会
社�

（
大
桑
村
）

　

白
川
支
線
林
業
専
用
道
新
設
工
事�〈
木
曽
署
〉

◎
中
部
森
林
管
理
局
長
賞

 〔
治
山
工
事
部
門
〕

◇
大
高
建
設
株
式
会
社�

（
黒
部
市
）

　

松
尾
谷
復
旧
治
山
工
事�

〈
富
山
署
〉

◇
信
州
林
業
株
式
会
社�
（
長
野
市
）

　

西
ノ
沢
復
旧
治
山
工
事�
〈
北
信
署
〉

◇
株
式
会
社
牛
木
組�

（
上
越
市
）

　

ウ
ド
川
地
す
べ
り
防
止
工
事�

〈
中
信
署
〉

◇
富
貴
屋
建
設
株
式
会
社�

（
駒
ヶ
根
市
）

　

瀬
戸
沢
復
旧
治
山
工
事�

〈
南
信
署
〉

◇
ス
ワ
テ
ッ
ク
建
設
株
式
会
社�

（
諏
訪
市
）

　

平
成
二
十
四
年
度
瀬
戸
沢
復
旧
治
山
工
事

�

〈
南
信
署
〉

◇
大
宗
土
建
株
式
会
社�

（
南
木
曽
町
）

　

南
沢
水
源
地
域
整
備
工
事�

〈
南
木
曽
支
署
〉

◇
協
業
組
合
Ｈ
・
Ｃ
建
設�

（
飛
騨
市
）

　

舟
原
山
（
栃
洞
谷
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
清
水
建
設�

（
飛
騨
市
）

　

大
谷
（
脇
谷
橋
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
株
式
会
社
梅
田
組�

（
下
呂
市
）

　

乗
政
（
第
二
無
線
谷
）
復
旧
治
山
工
事

�

〈
岐
阜
署
〉

◇
株
式
会
社
加
地
工
務
店�

（
中
津
川
市
）

　

�

出
の
小
路
（
二
本
木
谷
外
１
）
復
旧
治
山
工

事�

〈
東
濃
署
〉

◇
有
限
会
社
共
和
土
木�

（
恵
那
市
）

　

上
矢
作
（
乗
越
沢
）
水
源
地
域
整
備
工
事

�

〈
東
濃
署
〉

 〔
林
道
工
事
部
門
〕

◇
株
式
会
社
羽
田
組�

（
長
和
町
）

　

男
女
倉
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
東
信
署
〉

◇
吉
川
建
設
株
式
会
社�

（
飯
田
市
）

　

割
沢
治
山
運
搬
路
新
設
工
事

�

〈
伊
那
谷
総
合
〉

◇
森
建
設
株
式
会
社�

（
高
山
市
）

　

一
色
第
二
林
業
専
用
道
新
設
工
事

�

〈
飛
騨
署
〉

◇
松
田
建
設
株
式
会
社�

（
下
呂
市
）

　

伊
勢
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事�

〈
岐
阜
署
〉

 〔
現
場
代
理
人
・
主
任
技
術
者

�

及
び
監
督
職
員
部
門
〕

◇
東
俣
谷
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

大
山
土
木
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

橋
本　

雅
広

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

翠
尾　

恭
介

　
　

飛
騨
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

亀
井　

盛
孝

◇
ワ
ラ
ビ
沢
（
２
）
災
害
関
連
緊
急
治
山
工
事

　
　

株
式
会
社
高
宮
組

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

田
上
今
朝
幸

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

齋
藤　

文
雄

　
　

中
信
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

小
田
切
英
市

◇
鳶
ヶ
巣
復
旧
治
山
工
事

　
　

大
協
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

古
田　
　

章

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

久
保
田　

弘

　
　

伊
那
谷
総
合
治
山
事
業
所

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

冨
谷　

好
生

◇
闇
苅
（
男
川
支
渓
）
復
旧
治
山
工
事

　
　

今
泉
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

現
場
代
理
人　

藤
城　

明
義

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

徳
枡　

克
始

　
　

愛
知
森
林
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

吉
原　

浩
司

◇
白
川
支
線
林
業
専
用
道
新
設
工
事

　
　

奥
田
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　

主
任
技
術
者　

新
井　

新
作

　
　

木
曽
森
林
管
理
署

　
　
　
　
　
　

監
督
職
員　
　

古
畑　

輝
雄

 

［
総
務
課
］
二
月
十
四
日
に
、
長
野
県
木
曽
郡

木
曽
町
の
長
野
県
林
業
大
学
校
で
は
、
二
年
生

十
九
名
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
で
体
験
し
、

学
ん
だ
こ
と
を
各
自
発
表
す
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
等
研
修
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
部
森
林
管
理
局
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
平

成
二
十
五
年
度
は
六
署
で
、
学
校
五
校
か
ら
学

生
十
六
名
を
受
け
入
れ
、
う
ち
長
野
県
林
業
大

学
校
か
ら
は
、
木
曽
署
に
一
名
、
中
信
署
に
一

名
、
南
信
署
に
一
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
三
名
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
署
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

城
内
優
希
さ
ん
は
木
曽
署
で
の
体
験
を
発

表
、
特
に
長
野
県
西
部
地
震
治
山
施
工
地
で
の

見
学
や
森
林
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
を
行

い
、
森
林
に
見
事
に
復
旧
し
て
い
る
被
災
地
へ

の
復
旧
努
力
と
下
流
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
活
動
に
心
を
打
た
れ
た
と
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

城内優希さんの発表

伊勢谷林業専用道新設工事　完成状況

長
野
県
林
業
大
学
校

　イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
研
修

　
　
　
　発
表
会
が
開
催
さ
れ
る


